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今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
泉
区
向
陽
台
二
丁
目

町
内
会
の
飯
野
泰
康
さ
ん
と
押
野
孔
一
さ
ん
で
す
。

　

向
陽
台
二
丁
目
町
内
会
で
は
、
ご
み
の
分
け
方
や

出
し
方
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
守
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
短
期
間
で
集
中
的
に
広
報
す
る
こ
と
が
効
果
的

だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
仙
台
市
の
ク
リ
ー
ン

仙
台
推
進
員
事
業
と
し
て
ご
み
集
積
所
排
出
実
態
調

査
を
実
施
す
る
10
月
を
、
町
内
独
自
で
「
ク
リ
ー
ン

推
進
月
間
」
に
決
め
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
推
進
月
間
に
は
、
排
出
実
態
調
査
に
町

内
会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
町
内
の
一

斉
清
掃
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画
・
実
施
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ク
リ
ー
ン
推
進
月
間
の
目
玉
で
あ
る
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
子
ど
も
会
と
町
内
会
が
連
携
し
、

「
ご
み
の
出
し
方
」
を
テ
ー
マ
に
町
内
の
小
学
生
か
ら

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
作
品
は
、
推
進
員
と

理
事
会
で
審
査
さ
れ
た
後
に
集
積
所
に
掲
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
受
賞
者
は
、
町
内
約
3
0
0
名
が
集
ま
る
芋

煮
会
の
場
で
町
内
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
に
触

れ
学
ぶ
こ
と
は
環
境
教
育
に
つ
な
が
る
大
切
な
こ
と
で

す
。
」
と
飯
野
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
描
く

た
め
に
子
供
た
ち
が
ご
み
の
ル
ー
ル
を
調
べ
る
と
、
周

り
の
大
人
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
集

積
所
に
自
分
の
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
だ
さ
れ
て
い

る
お
か
げ
で
、
子
供
た
ち
が
進
ん
で
ご
み
出
し
の
お
手

伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
効
果
も
あ
る
そ
う

で
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
供
た
ち
へ
の
ご
み
に
対
す
る
意
識

を
育
て
て
い
く
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

こんにちは推進員さん  

リサイクル施設を見学しました（初心者研修3日目） 

広報研修を開催しました

仙台市環境局からのお知らせ 

１Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

３～４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

小
学
生
の
力
作
ぞ
ろ
い
！　

ご
み
の
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

【
泉
区
】
向
陽
台
二
丁
目
町
内
会

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　２７７－５３００

宮城野環境事業所２３６－５３００

若林環境事業所　２８９－２０５１

太白環境事業所　２４８－５３００

泉環境事業所　　７７３－５３００

▲集積所は最寄りの推進員の方が日

ごろから見回るようにし、時には排出

者への声掛けも行います。向かって

左の扉には小学生が一生懸命に描い

たポスターが集積所の扉を飾ってい

ます

　町内会役員の改選や転居等の事情で、推進員・メイトの委嘱を受けている方が

交代や退任をする場合は、「（追加・変更）推薦書及び退任届」に記入し、町内会

長（自治会等代表者）が捺印の上、お住まいの区の環境事業所に提出してください。

　「（追加・変更）推薦書及び退任届」の様式は、委嘱時に配布しました「活動の

手引き」（48～51頁を複写し、使用してください）に掲載しているほか、市ホー

ムページ（申請書・届出書ダウンロード＞分野別で探す＞ごみ）からも取り出せま

す。

※推薦や退任は随時受け付けていますが、毎月25日までに受け付けた方を

翌月１日付で委嘱いたします

（問）お住まいの区の環境事業所

推進員・メイトに変更がある時は「推薦書及び退任届」を提出してください

▲活動の手引き

　ごみの減量やリサイクルの推進等について基本的な方針を定め

る、「仙台市一般廃棄物処理基本計画」については、昨年より見直

しを進めてまいりました。皆さまには、パブリックコメントのご提

出や説明会へのご出席など、多くのご協力をいただきまして、誠に

ありがとうございました。いただいたご意見や廃棄物対策審議会の

審議を反映し、以下のとおり計画を改定のうえ、新たな目標を定め

ます。

　

　　 ご　み　総　量　   　    36万トン以下　　　385,863トン

　    リ サ イ ク ル 率　　　   　35％以上　　　　　29.9％

　  燃 や す ご み の 量　     30万5千トン以下　　333,424トン

　1人１日当たりの家庭ごみ　　450ｇ以下　　　　  489ｇ

　これらの新しい目標は、平成32年度までに達成することを目指し

ます。より一層、取組みの推進に努めてまいりますので、引き続き皆

さまのご協力をお願いいたします。

          　詳細は仙台市ごみ減量・リサイクル情報総合サイト

 　　　　「ワケルネット」http://www.gomi100.com　

　　　　　（問）ごみ減量推進課 214-8230

仙台市環境局

平成27年7月～平成29年6月

活動の手引き

クリーン仙台推進員
クリーンメイト

◆ワケルくんファミリーが楽しくごみ減量・分別を解説する

啓発ＤＶＤが完成しました。各環境事業所で貸し出しを行う

ほか、仙台市ごみ減量・リサイクル情報総合サイト「ワケル

ネット」（http://www.gomi100.com/）からもご覧いた

だけます。地域への

啓発にぜひご活用

ください。

◆オリジナルの啓発ポスターやちらしにお使いいただけるイ

ラスト集を製作しています。ワケルくんファミリーやごみの

イラストなど約200点を揃え、3月末に提供開始の予定です。

「ワケルネット」からダウンロードできるほか、ＤＶＤでの

貸出しも行う予定です。

（問）ごみ減量推進課 ２１４－８２３０

仙台市一般廃棄物処理基本計画が

　　　　　　　　　改定されます！

2016©仙台市

「仙台のごみの現状」啓発DVD

ごみを減らすワケ!
知ればなるほど！

「ごみ分別の仕方」啓発DVD

2016©仙台市

ごみ分別HOW TO

ごみ減量・分別の啓発にご活用ください

▲飯野さん(右)と押野さん（左）。

１０月に実施した初心者研修の

なかで向陽台二丁目町内会の

活動について、新任の推進員

の皆さんにお話しいただきまし

た

い
い
の　

た
い
や
す　
　
　
　
　
　
　

 

お
し
の    

こ
う
い
ち

項目　　　　　　　目標　　　(参考)H26実績
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す
。

　

最
初
に
施
設
職
員
か
ら
資
源
化
さ
れ

る
ま
で
の
工
程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
の
ち
、
異
物
を
選
別
し
て
い
る
工
程

や
完
成
さ
れ
た
パ
レ
ッ
ト
を
手
作
業
で

仕
上
げ
て
い
る
様
子
な
ど
の
作
業
現
場

を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

特
に
異
物
を
取
り
除
く
工
程
が
印
象

に
残
っ
た
方
が
多
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
に
紛
れ
て
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
は
さ
み
や
包

丁
ま
で
あ
る
の
を
見
て
、
「
手
選
別
す

る
職
員
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
分
別
の

重
要
性
を
感
じ
た
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
、
初
心
者
研
修
の
3
日

目
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。
（
1
日
目
・
2
日
目
の
レ

ポ
ー
ト
は
69
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
）

　

見
学
先
は
、
宮
城
野
区
に
あ
る
「
新

港
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
」
。
こ
の
施

設
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
選
別
・
溶
融
な

ど
の
工
程
を
経
て
、
パ
レ
ッ
ト
（
運
搬

用
資
材
）
等
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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研
修
レ
ポ
ー
ト

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
（
初
心
者
研
修
３
日
目
）

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
問
）
お
住
ま
い
の
区
の
環
境
事
業
所
（
４

頁
参
照
）
ま
た
は
廃
棄
物
管
理
課

２
１
４
・
８
２
２
７

◆
環
境
施
設
見
学
会（
ワ
ケ
ル
く
ん
バ
ス
）

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
、
バ
ス
に
乗
っ
て
環
境

施
設
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？
町
内
会
等
の
行

事
に
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
＝
町
内
会
、
社
会
学
級
、
子
ど
も
会

な
ど
の
２０
名
以
上
４０
名
以
内
の
団
体

○
運
行
日
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
休
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

○
時
間
＝
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の

う
ち
希
望
す
る
時
間

○
見
学
場
所
＝
ご
み
焼
却
工
場
、
資
源
化
セ

ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ほ
か

○
利
用
料
＝
無
料
。
昼
食
が
必
要
な
場
合
は

各
団
体
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い

見
学
先
・
運
行
日
程
・
時
間
な
ど
、
詳
し
く

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
・
問
）
利
用
日
の
６
ヵ
月
前
か
ら
電
話

で
ご
み
減
量
推
進
課
へ 

２
１
４
・
８
２
３
０

　　

集
積
所
に
広
告
物
を
掲
示
す
る
こ
と

は
ご
み
の
啓
発
の
有
効
的
な
手
段
の
一

つ
。
そ
う
し
た
広
告
物
の
書
き
方
を
学

ぶ
広
報
研
修
を
1
月
18
日
、
19
日
に
仙

台
市
役
所
の
本
庁
舎
８
階
ホ
ー
ル
で
実

施
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
積
雪
で
、

交
通
機
関
に
乱
れ
が
出
る
な
か
８3
名
も

の
推
進
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

講
師
は
一
般
社
団
法
人
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
真
山
正
太
氏
。

最
初
に
、
「
広
告
物
も
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
見
た
人
が
親
し
み
や
す
い
よ
う

に
工
夫
す
る
技
法
や
配
置
の
具
体
例
を

紹
介
。
デ
ザ
イ
ン
業
界
の
専
門
用
語
も
、

わ
か
り
や
す
く
図
を
描
き
な
が
ら
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
実
技
に
移
り
、
実
際
に
広
告

物
の
作
成
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
描
か
れ
た
見
本
通
り
に
、

色
と
り
ど
り
の
マ
ジ
ッ
ク
で
広
告
物
を

描
き
、
文
字
や
絵
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描

く
コ
ツ
を
つ
か
み
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

紙
を
好
き
な
形
に
切
り
、
共
通
の
標
語

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
広
告
物
を
制
作
。
紙

の
形
も
人
に
訴
え
る
効
果
が
あ
る
よ
う

で
、
参
加
者
は
宝
船
や
ご
み
袋
、
ご
み

収
集
車
の
形
な
ど
個
性
豊
か
な
作
品
に

し
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

「
絵
を
描
い
た
の
は
小
学
生
以
来

だ
」
と
笑
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
取

り
組
む
推
進
員
さ
ん
の
姿
が
、
印
象
的

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
版「
資
源
と
ご
み
の
分
け

方
出
し
方
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

　

紙
や
粗
大
ご
み
の
収
集
日
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
「
平
成
28
年
度
版
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

（
Ａ
３
版
）
を
、
３
月
上
旬
か
ら
全
世
帯
に

戸
別
配
布
し
ま
す
。
冊
子
「
保
存
版
」
は
、

平
成
24
年
３
月
以
降
に
配
布
し
た
も
の
を
引

き
続
き
ご
活
用
い
た
だ
く
よ
う
、
地
域
の
方

へ
の
周
知
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
存
版
が
お
手
元
に
な
い
場
合
な

ど
は
、
各
区
役
所
総
合
案
内
窓
口
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
な
ど

で
ま
と
め
て
必
要
な
場
合
に
は
、
各
環
境
事

業
所
や
廃
棄
物
管
理
課
か
ら
お
配
り
い
た
し

▲混入していた異物の一部を間近で確認しまし

た。刃物や靴など、思いもよらないものの混入に

驚きの声が上がりました

▲作業員が手作業で袋を開封し、異物を取り

除いている様子を間近で見学しました

　　　　　　　　は 重大な 　　　　です！
　

～不法投棄はこんなところで～
  一部の心無い人たちによって車や人通りの少ない道路、山林、個人所有の土地等にさまざまなごみ

が捨てられています。人目を避けて、夜間や早朝に家庭で要らなくなったテレビや冷蔵庫などの家

電製品、家具、廃タイヤなどを投棄するケースが多くなっており、悪質な不法投棄が後を絶ちませ

ん。不法投棄を見かけたら、日時、場所、ごみの内容などを各区の環境事業所（4頁参照）もしくは

産廃110番（214-3809）までお知らせください。

～土地や建物の所有者・管理者は管理の徹底をお願いします～
  不法投棄されたごみの処理は、不法投棄の原因者にさせるのが当然ですが、原因者が不明な場合に

は不法投棄された土地・建物の管理者（所有者）にしていただくことになります。

  荒れて管理していない印象を与える土地であれば、行為者に「少しくらいならいいだろう」という

心理を抱かせ、ごみを持ち込まれてしまい「ごみがごみを呼ぶ」という悪循環に巻き込まれてしま

います。土地の所有者（管理者）は、定期的に土地の様子を確認し、雑草を刈るなど清潔を保ち、

容易に入れない工夫（囲いや柵）をして不法投棄されない環境づくりを心がけましょう。

（問）廃棄物指導課２１４－８２３５

研
修
レ
ポ
ー
ト

広
報
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

▲▶講師の真山さん（写真上）

と広告物をつくっている様子と

作品（写真右）。同じテーマで

も作品は個性

豊かです　

ま
や
ま　
　

し
ょ
う
た

▲平成２８年度版リーフレット（緑色）


